
 

  
  
  
 
 

2０1９年度 ８月号 社会福祉法人 尚徳福祉会 保育園川崎ベアーズ 

ようやく梅雨が明けいよいよ夏本番！暑い暑い夏がやってきました。水遊びが大好きなうさぎ組の子どもたち。

テラスでの水遊びは、少しくらい水がかかっても全然平気！！歓声をあげて大喜びで楽しんでいます。夏ならで

はの遊びを十分に楽しみ、いっぱい食べてしっかりと休息を取りながら、体調管理に気をつけていきたいと思い

ます。 

  

 
 
 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

うさぎぐみだより 
 

 

なわとび七変化⁈ 

『さかながはねて』 

１、さかながはねて（手のひらを合わせ、左右に振りながら上げる） 

ぴょんっ あたまにくっついた ぼうし（両手を上にあげてそのまま頭にのせる） 

２、さかながはねて（手のひらを合わせ、左右に振りながら上げる） 

ぴょんっ おめめにくっついた めがね（両手を上にあげて輪にしてからめがねをつくる） 

３、さかながはねて（手のひらを合わせ、左右に振りながら上げる） 

ぴょんっ おくちにくっついた マスク（両手を上にあげてそのまま口にあてる） 

♪８月のふれあい遊び♪ 

じぶんで！ 

うさぎ組の子どもたちの園庭遊びで、今人気なのが

「なわとび」遊び。大きなお兄さんお姉さんのように

自分で回して飛ぶのではなく、保育者と一緒になわと

びを持ってヘビのようにニョロニョロ動かしたり、回

したり・・・。他には、持ち手の木の部分を鉄棒の支

柱に釘を打っているかのようにコンコン・・・とリズ

ミカルに鳴らして大工さん登場⁈なかでも 1 番人気

は、保育者が引っ張るなわとびを追いかけてつかまえ

る、簡単な追いかけっこのような遊びです。1 人がや

り始めると、ぼくも！わたしも！と次々になわとびを

手に持ち始めます。つかんだなわとびにみんなでつか

っまて電車ごっこに発展することも・・・。追いかけ

っこ、大工さん、電車ごっこなどなわとびをいろいろ

な遊びに変身させて楽しんでいます。 

おうちでも、「じぶんで！」という声が

子どもからよく聞こえてきませんか？

「じぶんで！」と声に出さなくても、ご

飯を食べるときなど少しでも手伝うと、

手を払いのけて怒って泣くことなどあり

ませんか？ 

最近うさぎ組の子どもたちも、自分でで

きることが増えてきました。ズボンや靴

下、靴など自分で履こうとしています。

前後、左右逆になっていることも多々あ

りますが、自分でできたときの嬉しそう

な笑顔は、自信にあふれています。この

自信と満足感は次への意欲につなっがて

いきます。子どもたちの成長に元気をも

らっている今日このごろです。 


